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境
因
子
に
影
響
を
受
け
る
イ
ン
ス

リ
ン
抵
抗
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
程
度

に
関
与
し
て
生
じ
る
も
の
と
さ
れ

る
。
こ
の
う
ち
環
境
因
子
と
し
て

は
、
肥
満
、
過
食
、
運
動
不
足
な

ど
の
生
活
習
慣
と
、
ス
ト
レ
ス
、

加
齢
な
ど
が
あ
る
」と
解
説
し
た
。

　

そ
の
上
で
岩
本
教
授
は
、「
東

京
女
子
医
大
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー

（
セ
ン
タ
ー
）
の
受
診
者
の
う
ち
、

30
歳
未
満
に
発
見
・
発
症
し
た
糖

尿
病
患
者
の
発
見
・
発
症
年
齢
ご

と
の
人
数
を
病
型
別
に
み
る
と
、

２
型
糖
尿
病
と
１
型
糖
尿
病
は
、

15
歳
で
ほ
ぼ
同
数
と
な
り
、
10
代

後
半
以
降
は
２
型
糖
尿
病
が
１
型

糖
尿
病
を
は
る
か
に
上
回
る
数
と

な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
30
歳
未

満
で
発
症
す
る
２
型
糖
尿
病
が
少

な
く
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

そ
し
て
、「
初
診
時
に
未
治
療

で
あ
っ
た
若
年
発
症
２
型
糖
尿
病

患
者
の
う
ち
、
糖
尿
病
の
家
族
歴

の
あ
る
人
は
全
体
の
80
％
以
上

に
及
ん
だ
。
さ
ら
に
家
族
歴
の
有

無
別
に
発
症
年
齢
や
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
治

療
状
況
な
ど
を
比
較
す
る
と
、
家

族
歴
が
濃
厚
な
症
例
ほ
ど
発
症
年

齢
が
若
く
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
低
い
こ

と
、
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
の
比
率
が

高
く
、
治
療
後
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

も
不
良
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
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は
１
９
７
３
年
か
ら
学
校
検
尿
が

行
わ
れ
、
糖
尿
病
児
の
発
見
に
役

立
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
デ
ー

タ
か
ら
も
、
学
童
に
お
け
る
２
型

糖
尿
病
の
発
生
頻
度
が
肥
満
児
の

増
加
と
並
行
し
て
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

　

そ
し
て
２
型
糖
尿
病
の
病
態
に

つ
い
て
、「
代
表
的
な
生
活
習
慣

病
で
あ
る
２
型
糖
尿
病
は
、
イ
ン

ス
リ
ン
作
用
の
不
足
に
よ
り
高
血

糖
を
生
じ
る
疾
患
で
あ
る
。
イ
ン

ス
リ
ン
作
用
の
不
足
は
、
主
に
遺

伝
的
に
規
定
さ
れ
た
イ
ン
ス
リ
ン

分
泌
の
低
下
と
、
遺
伝
因
子
と
環

　

岩
本
教
授
は
ま
ず
、「
健
康
日

本
21
」
な
ど
に
よ
る
国
を
あ
げ

た
取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

１
９
９
７
年
か
ら
２
０
０
２
年
ま

で
の
５
年
間
に
、
糖
尿
病
の
患
者

と
そ
の
予
備
群
が
約
２
５
０
万
人

増
加
し
て
い
る
（
図
）
こ
と
を
指

摘
し
、「
２
型
糖
尿
病
の
発
症
の

増
加
は
成
人
の
み
な
ら
ず
、
低
年

齢
層
に
も
及
ん
で
い
る
。
東
京
で

２
型
若
年
発
症
の
背
景
に
は
遺
伝

が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
再
確
認
さ
れ
た
」と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
岩
本
教
授
は
、
若
年
発

症
２
型
糖
尿
病
の
合
併
症
や
治
療

中
断
、
死
亡
例
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
解
説
し
た
。

　
「
２
型
糖
尿
病
９
６
０
人
、
１
型

糖
尿
病
６
２
０
人
に
つ
い
て
、
観

察
開
始
時
に
腎
症
を
認
め
な
か
っ

た
症
例
の
そ
の
後
の
腎
症
の
累
積

発
症
率
を
み
る
と
、
２
型
糖
尿
病

の
腎
症
累
積
発
症
率
は
、
１
型
糖

尿
病
に
比
べ
て
約
２
倍
高
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　

治
療
中
断
に
つ
い
て
の
検
討
で

は
、
セ
ン
タ
ー
を
初
診
す
る
前
に

１
年
以
上
治
療
を
中
断
す
る
期
間

が
あ
っ
た
群
（
中
断
群
）
と
治
療

の
中
断
が
な
か
っ
た
群
（
非
中
断

群
）
で
は
、
中
断
群
で
網
膜
症
、

合
併
症
の
発
症
が
多
く
、
合
併
症

の
重
症
度
ス
コ
ア
も
明
ら
か
に
高

い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　

い
っ
ぽ
う
、
追
跡
し
得
た

６
４
２
人
の
う
ち
死
亡
例
は
51
例

で
あ
り
、
平
均
死
亡
年
齢
は
48

歳
で
あ
っ
た
。
糖
尿
病
発
見
年
齢

は
24
歳
、
罹
病
期
間
は
約
24
年

で
あ
っ
た
。
死
因
は
脳
血
管
障
害

や
虚
血
性
心
疾
患
と
い
っ
た
い
わ

ゆ
る
血
管
障
害
が
少
な
く
な
か
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
若
年
発
症
２
型
糖

尿
病
は
、
自
覚
症
状
が
乏
し
い
た

め
に
治
療
中
断
や
放
置
に
つ
な
が

り
や
す
く
、
２
型
糖
尿
病
の
好
発

年
齢
と
い
う
べ
き
中
高
年
に
達
し

た
と
き
に
は
罹
病
期
間
も
長
く
、

重
篤
な
合
併
症
を
発
症
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
」。

　

さ
ら
に
岩
本
教
授
は
、
こ
う
し

た
ハ
イ
リ
ス
ク
群
に
対
し
て
、
遺

伝
的
に
糖
尿
病
の
発
症
を
予
知

し
、
よ
り
効
果
的
な
発
症
予
防
を

行
う
こ
と
を
め
ざ
し
た
遺
伝
子
研

究
が
世
界
中
で
進
展
し
て
い
る
と

し
て
、
今
後
の
糖
尿
病
研
究
の
展

望
を
示
し
、「
２
型
糖
尿
病
は
遺

伝
因
子
と
環
境
因
子
の
相
互
作
用

に
よ
っ
て
起
こ
る
が
、
遺
伝
因
子

が
濃
厚
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
生

活
習
慣
の
是
正
に
よ
っ
て
十
分
に

発
症
予
防
で
き
る
と
い
う
よ
う
な

力
強
い
成
績
も
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
あ
る
」
と
し
た
。

　

そ
し
て
「
急
増
す
る
２
型
糖
尿

病
対
策
と
し
て
、
と
く
に
若
年
者

に
お
け
る
生
活
習
慣
の
欧
米
化
に

対
す
る
、
国
を
あ
げ
て
の
積
極
的

な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

将
来
を
担
う
若
い
人
た
ち
の
生
活

習
慣
の
是
正
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
強
調
し

た
い
」
と
述
べ
、
講
演
を
し
め
く

く
っ
た
。

〈1面〉●増加する若年発症2型糖尿病

〈2〜 3面（見開き）〉
　　　●連載　暮らしと微生物―カビを中心に　第3回
　　　●連載　たばこ問題とその規制対策　第10回
　　　●話題　携帯型超音波診断装置の展望
　　　●連載　健康づくり・健康増進を支援するページ
　　　　　　　 実践編　第10回

〈4面〉●「がん研究助成金によるシンポ」開催
　　　●新刊紹介『健康相談ノート（5）』
　　　●プライバシーマークを取得しました・本会
　　　●保健会館クリニックの顔⑦
　　　●お知らせ

3月 7日　岡　惺治（健康管理コンサルタント）
　　14日　三輪　一（東京都予防医学協会総合健診部長）
　　21日　祭日のため休み
　　28日　第212回ヘルスケア研修会につき休み

今月の主な紙面

個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て

若
年
者
の
生
活
習
慣
改
善
に
対
す
る

国
を
あ
げ
た
取
り
組
み
の
重
要
性
強
調

増
加
す
る
若
年
発
症

　
型
糖
尿
病

2 増
加
す
る
若
年
発
症

　
型
糖
尿
病

2

日
本
成
人
病（
生
活
習
慣
病
）

学
会
会
長
講
演
よ
り

図 日本における糖尿病患者の増加
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厚生労働省：平成14年糖尿病実態調査

1997 〜2002年 の5年間に糖尿病とその予備群は250万人増加した

2002 年
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＋250 万人
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1,620 万人

（万人）

740万人

880 万人

糖
尿
病
の
可
能
性
を

否
定
で
き
な
い
人

糖
尿
病
を
強
く

疑
わ
れ
る
人

4月 4日　岡　惺治
　　11日　三輪　一
　　18日　岡　惺治
　　25日　三輪　一
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急
速
に
高
齢
化

が
進
む
わ
が
国
で

は
、
い
か
に
元
気

に
長
生
き
す
る
か

が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
生
活
習
慣
の
欧
米
化
な
ど
を

背
景
に
、
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
は
急

増
し
て
お
り
、生
活
習
慣
病
は
国
民
医
療
費
の
約
３
割
、

死
因
別
死
亡
割
合
の
約
６
割
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
国
は
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
徹
底
を
医
療
制
度
改
革
の
柱
の
１
つ
に
位
置
付

け
、「
２
０
１
５
年
ま
で
に
生
活
習
慣
病
有
病
者
・
予

備
群
を
25
％
減
少
さ
せ
る
」
と
す
る
政
策
目
標
を
掲

げ
た
。
こ
う
し
た
中
、「
生
活
習
慣
病
の
予
知
と
予
防
」

を
テ
ー
マ
に
、
第
41
回
日
本
成
人
病
（
生
活
習
慣
病
）

学
会
学
術
集
会
（
会
長　

岩
本
安
彦
東
京
女
子
医
科
大

学
教
授
＝
写
真
）
が
１
月
13
日
、
14
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
、
東
京
・
千
代
田
区
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
、
多
数
の
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
た
。
今
月
は
そ
の
中
か
ら
、
岩
本
教
授
の
会
長
講
演

の
要
旨
を
紹
介
す
る
。



図2

相
対
湿
度

相
対
湿
度

R.H％

100

90

80

70

水
分
活
性

水
分
活
性
値

Aw

1.0

0.9

0.8

0.7

ほとんどの細菌

湿った環境を好むカビ
（ムコール、アルタナリアなど）

ブドウ球菌

アスペルギルス、ペニシリウ
ム、クラドスポリウムなど多く
のカビ

ワレミア

耐浸透圧性酵母

ユーロチウムなど好乾性の
カビ

10

高 脂 血 症

2007 2 15 40619 22007 2 15 40619 2007 2 15 406193

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
医
療
費

適
正
化
の
重
要
な
柱
と
し
て
、

２
０
０
８
年
度
か
ら
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目

し
た
新
た
な
健
診
・
保
健
指
導

を
全
国
的
に
展
開
す
る
べ
く
、

「
標
準
的
な
健
診
・
保
健
指
導

プ
ロ
グ
ラ
ム(

暫
定
版)

」(

以

下
「
暫
定
版
プ
ロ
グ
ラ
ム
」)

を
策
定
し
て
作
業
を
進
め
て
い

る
。
新
た
な
健
診
に
お
い
て

は
、「
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣

病
、
と
り
わ
け
内
臓
脂
肪
症
候

群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
）
の
該
当
者
・
予
備
群

を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
保
健
指

導
を
必
要
と
す
る
者
を
的
確
に

抽
出
す
る
た
め
の
健
診
項
目
と

す
る
」、「
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に

よ
り
、
心
疾
患
等
の
リ
ス
ク
要

因
（
高
血
圧
、
高
血
糖
、
脂
質

異
常
等
）
が
増
え
、
リ
ス
ク
要

因
が
増
加
す
る
ほ
ど
心
疾
患
等

が
発
症
し
や
す
く
な
る
こ
と
か

ら
、
保
健
指
導
対
象
者
の
選
定

は
、
内
臓
脂
肪
蓄
積
の
程
度
と

リ
ス
ク
要
因
の
数
に
着
目
す
る

こ
と
が
重
要
」
と
し
て
、
情
報

提
供
レ
ベ
ル
、
動
機
づ
け
支
援

レ
ベ
ル
、
積
極
的
支
援
レ
ベ
ル

に
保
健
指
導
対
象
者
を
グ
ル
ー

プ
分
け
し
、
さ
ら
に
質
問
結
果

の
生
活
習
慣
改
善
の
必
要
性
と

の
関
係
か
ら
、
追
加
的
に
保
健

指
導
の
レ
ベ
ル
を
決
定
す
る
と

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
保
健
指

導
の
対
象
者
の
グ
ル
ー
プ
分
け

は
、
検
査
項
目
と
質
問
項
目
の

該
当
す
る
数
だ
け
に
よ
る
ご
く

簡
単
な
ロ
ジ
ッ
ク
で
ふ
り
わ
け

く
し
、
さ
ら
に
禁
煙
を
希
望
す

る
喫
煙
者
に
対
し
て
指
導
の
方

法
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
す
る

必
要
が
あ
る
が
、「
暫
定
版
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
、
喫

煙
者
に
対
す
る
保
健
指
導
レ

ベ
ル
は
情
報
提
供
に
と
ど
ま

り
、
動
機
付
け
支
援
や
積
極
的

支
援
の
例
示
と
し
て
も
禁
煙
支

援
の
方
法
が
全
く
示
さ
れ
て
い

な
い
。
一
方
で
、
喫
煙
に
関
す

る
質
問
票
が
用
意
さ
れ
、
さ
ら

に
健
診
が
実
施
さ
れ
る
施
設
お

よ
び
保
健
指
導
が
実
施
さ
れ
る

施
設
の
基
準
と
し
て
、
敷
地
内

の
全
面
禁
煙
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

禁
煙
支
援
・
禁
煙
治
療
に
関
す

る
記
述
が
な
い
の
は
不
可
解
で

あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

２
０
０
６
年
度
の
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
対
策

総
合
戦
略
事
業
と
し
て
、
千

葉
、
富
山
、
福
岡
の
３
県
に

お
い
て
モ
デ
ル
的
実
施
が
な

さ
れ
、そ
の
途
中
経
過
が「
標

準
的
な
健
診
・
保
健
指
導
の

在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

第
３
回
会
合
（
２
０
０
６
年

11
月
９
日
）
に
て
報
告
さ
れ

た
。
そ
の
資
料
に
よ
る
と
、

健
診
受
診
者
の
う
ち
、
動
機

付
け
支
援
と
積
極
的
支
援

と
な
る
も
の
が
半
数
を
超
え

て
お
り
、
保
健
指
導
の
対
象

が
あ
ま
り
に
も
多
く
、
こ
の

ま
ま
で
は
従
来
の
よ
う
に
や

り
っ
放
し
の
健
診
と
な
る
お

そ
れ
が
十
分
に
あ
る
。
保
健

指
導
の
た
め
の
限
ら
れ
た
資

源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
限
定
せ
ず
、
健

診
に
よ
る
検
査
値
と
質
問
票

に
よ
る
食
習
慣
、
運
動
習
慣
、

喫
煙
、
飲
酒
の
回
答
か
ら
、
が

ん
、
心
疾
患
、
脳
卒
中
な
ど
の

生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
の
大
き
さ

を
推
定
し
、
さ
ら
に
ス
テ
ー
ジ

モ
デ
ル
に
基
づ
く
行
動
変
容
へ

の
準
備
性
（
無
関
心
期
、
関
心

期
、
準
備
期
）
を
測
定
し
て
、

　

こ
こ
で
問
題
で
あ
る
の
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
を
前
面
に
出

し
な
が
ら
も
、
生
活
習
慣
病
の

中
の
心
血
管
疾
患
等
に
限
定
し

て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
注
目
し
た
こ
と
、
さ
ら

に
、
心
血
管
疾
患
等
の
原
因
と

し
て
喫
煙
が
重
要
で
あ
る
こ
と

は
す
で
に
国
内
外
に
多
く
の
エ

ビ
デ
ン
ス
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
喫
煙
者
に
対
す
る
禁
煙

支
援
に
関
す
る
記
述
が
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　

喫
煙
は
心
血
管
疾
患
だ
け
で

な
く
、
肺
が
ん
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
が
ん
や
慢
性
閉
塞
性

か
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

保
険
者
を
実
施
主
体
と
し
て

地
域
や
職
域
に
お
い
て
広
く
実

施
さ
れ
る
健
診
に
お
い
て
把
握

さ
れ
る
喫
煙
者
に
対
し
て
も
れ

な
く
禁
煙
支
援
を
行
う
よ
う
に

す
れ
ば
、
多
く
の
禁
煙
者
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
喫
煙

者
に
対
す
る
禁
煙
支
援
は
、
食

事
指
導
、運
動
指
導
と
異
な
り
、

健
診
を
受
託
す
る
個
々
の
医
療

機
関
に
お
い
て
他
の
施
設
に
委

託
す
る
こ
と
な
く
実
施
可
能
で

あ
り
、
医
師
な
ど
保
健
医
療
専

門
職
に
よ
る
短
時
間
の
ア
ド
バ

イ
ス
と
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
・
パ
ッ

チ
な
ど
Ｎ
Ｒ
Ｔ
製
剤
の
有
効
性

に
関
し
て
は
エ
ビ
デ
ン
ス
が
す

で
に
十
分
に
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
健
診
の
場
に

お
い
て
質
問
票
に
よ
り
喫
煙
者

を
把
握
す
れ
ば
、
さ
ら
に
、
健

康
保
険
で
禁
煙
治
療
を
受
け
る

た
め
の
条
件
（
①
直
ち
に
禁
煙

し
よ
う
と
考
え
て
い
る　

②
ニ

コ
チ
ン
依
存
症
の
診
断
テ
ス

ト
〈
Ｔ
Ｄ
Ｓ
〉
の
結
果
が
5
点

以
上　

③
1
日
喫
煙
本
数
×

喫
煙
年
数
が
２
０
０
以
上　

④

禁
煙
治
療
に
同
意
す
る
）
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
追
加

し
て
質
問
し
、
こ
れ
を
満
た
す

も
の
に
対
し
て
は
、
健
康
保
険

の
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管
理
料
を

適
用
し
た
禁
煙
治
療
を
受
け
る

よ
う
積
極
的
に
勧
奨
す
る
。
条

件
を
満
た
さ
な
い
喫
煙
者
に
対

し
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
作
成

し
た
「
喫
煙
者
個
別
健
康
教

育
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
２
０
０
０

年
）、「
禁
煙
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

（
２
０
０
６
年
）
な
ど
を
活
用

し
て
、
行
動
変
容
の
ス
テ
ー
ジ

に
あ
わ
せ
た
禁
煙
支
援
を
行

う
。

　

こ
の
よ
う
に
健
診
の
場
に
お

け
る
禁
煙
支
援
と
医
療
の
場
に

お
け
る
禁
煙
治
療
を
有
機
的

に
結
び
付
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
多
く
の
禁
煙
成
功
者
を
生

み
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

２
０
０
６
年
４
月
か
ら
新
設
さ

　

食
品
に
虫
や
髪
の
毛
が
入
っ
て

い
た
り
、
カ
ビ
が
生
え
て
い
た

と
き
の
不
快
感
は
非
常
に
大
き

く
、
そ
の
ま
ま
製
造
者
や
販
売
業

者
に
対
す
る
不
信
感
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。
カ
ビ
の
生
育
は
肉
眼
で

す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と
か
ら
、
場
合

に
よ
っ
て
は
生
産
者
や
販
売
者
と

カ
ビ
を
発
見
し
た
消
費
者
と
の
間

で
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
住
宅
の
場
合
も

同
じ
で
す
。
浴
室
や
押
入
れ
の
壁

に
生
え
た
カ
ビ
を
見
つ
け
た
と
き

は
、
建
築
施
工
者
に
対
す
る
怒
り

と
と
も
に
、
一
刻
も
早
く
汚
ら
し

い
カ
ビ
を
取
り
去
り
た
い
衝
動
に

駆
ら
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

カ
ビ
の
発
生
を
防
ぐ
に
は
、
ま

ず
そ
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
カ
ビ
の
発
育
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
主
な
因
子
を
図
１
に
示

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
１
番
目

は
栄
養
分
で
す
。

カ
ビ
は
有
機
物
を

栄
養
源
に
し
て
成

長
す
る
従
属
栄
養

型
の
生
物
で
す
。

澱
粉
、
糖
分
、
セ

ル
ロ
ー
ス
に
富
ん

だ
物
質
を
特
に
好

み
ま
す
が
、
食
品

や
住
宅
内
の
も
の

実
際
に
使
用
し
て
検
証
し
た
と
こ

ろ
、
肝
・
胆
・
膵
・
腎
臓
の
観
察

で
従
来
の
機
器
と
比
べ
て
遜
色
の

な
い
結
果
が
得
ら
れ
た
。
検
診
に

当
た
っ
た
超
音
波
検
査
士
は
、「
設

置
場
所
を
選
ば
な
い
、
運
搬
時
の

破
損
の
心
配
が
軽
減
、
記
録
装
置

の
接
続
が
簡
便
、
画
面
が
大
き
く

見
や
す
い
、
探
触
子
が
軽
量
で
握

り
や
す
い
、
解
像
度
が
良
好
」
な

ど
を
長
所
と
し
て
あ
げ
、「
探
触

子
を
置
く
場
所
が
必
要
、
画
面
の

角
度
を
自
由
に
可
変
で
き
な
い
、

操
作
ボ
タ
ン
が
多
い
」
な
ど
を
短

所
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
本
大
学
病
院
に
お
け

る
検
証
で
も
、
従
来
の
機
器
と
同

様
に
、
肝
臓
・
胆
嚢
・
皮
膚
疾
患

な
ど
の
診
断
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　

超
音
波
検

査
の
活
用
の

場
が
広
が
る

に
つ
れ
、
超

音
波
検
査
士

の
知
識
や
技
術
の
一
層
の
向
上
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
装

置
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
に
で
も
簡

単
に
持
ち
運
べ
る
、
携
帯
型
超
音

微
生
物
の
発
育
可
能
な
水
分
活
性

値
と
相
対
湿
度
を
示
し
た
の
が
図

２
で
す
。
細
菌
が
水
分
活
性
0
・

90（
相
対
湿
度
90
％
）以
上
の
湿
っ

た
環
境
で
な
け
れ
ば
発
育
で
き
な

い
こ
と
に
比
べ
、
普
通
の
カ
ビ
は

0
・
80
（
湿
度
80
％
）
以
上
、
好

乾
菌
と
呼
ば
れ
る
比
較
的
乾
燥
し

た
環
境
を
好
む
カ
ビ
は
0・70（
湿

度
70
％
）
以
上
の
低
い
水
分
活

性
で
も
発
育
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。し
か
し
、水
分
活
性
0・65（
湿

度
65
％
）
以
下
の
環
境
で
は
微
生

物
は
発
育
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
カ
ビ
が
生
育
で
き

な
い
水
分
活
性
あ
る
い
は
湿
度
で

も
、
周
囲
の
温
度
変
化
に
と
も

な
っ
て
結
露
が
発
生
す
る
と
、
そ

の
部
分
に
カ
ビ
が
発
生
す
る
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。
水
回
り
を
除

き
、
住
宅
内
の
カ
ビ
発
生
の
ほ
と

ん
ど
は
こ
の
結
露
と
過
湿
が
原
因

で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

４
番
目
は
酸
素
。
カ
ビ
は
酸
素

が
な
い
と
発
育
で
き
ま
せ
ん
。
半

生
菓
子
な
ど
で
は
カ
ビ
の
こ
の
特

徴
を
利
用
し
、
袋
の
中
に
一
緒
に

脱
酸
素
剤
を
入
れ
て
お
く
こ
と

で
、
カ
ビ
が
生
え
た
り
油
が
酸
化

す
る
の
を
防
い
で
い
ま
す
。
お
菓

子
を
買
う
と
き
に
、「
何
で
賞
味

期
間
が
こ
ん
な
に
長
い
の
？
」
と

思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
理
由
は
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
カ
ビ
の

発
育
に
影
響
を
及
ぼ
す
環
境
因
子

は
数
多
く
知
ら
れ
て
お
り
、
水
素

イ
オ
ン
濃
度
（
ｐ
Ｈ
）、
紫
外
線
、

他
の
微
生
物
の
存
在
な
ど
も
比
較

的
影
響
力
の
大
き
な
因
子
で
す
。

　

カ
ビ
を
防
ぐ
に
は
、
こ
れ
ら
の

う
ち
の
ど
れ
か
１
つ
を
カ
ビ
の
生

育
で
き
な
い
条
件
に
す
れ
ば
良
い

波
診
断
装
置
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

小
野
良
樹
本
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長

の
で
す
。
な
か
で
も
、
乾
燥
や
冷

凍
は
手
軽
な
方
法
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
食
品
の
味
や
風
味
、
特

性
な
ど
を
考
え
る
と
、
乾
燥
さ
せ

た
り
冷
凍
し
た
り
す
る
こ
と
の
で

き
る
食
品
は
一
部
に
限
ら
れ
、
他

の
方
法
も
そ
う
簡
単
に
は
応
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
、
食
品
の
場
合
は
無
菌
包
装
、

脱
気
包
装
、
冷
凍
保
存
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
に
よ
っ
て

カ
ビ
や
細
菌
の
発
生
防
止
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
住
ま
い
の

場
合
は
、
内
部
を
無
酸
素
に

し
た
り
、０
℃
以
下
に
し
た
ら
、

と
て
も
住
め
る
状
態
で
は
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。結
局
、

「
ど
の
よ
う
に
し
て
室
内
の
湿

度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
同

時
に
結
露
の
発
生
を
防
ぐ
か
」

に
つ
い
て
考
え
る
以
外
に
方

法
は
な
さ
そ
う
で
す
。
住
ま

リ
ス
ク
が
大
き
く
、
準
備
性
の

高
ま
っ
た
も
の
に
絞
っ
て
生
活

習
慣
改
善
の
行
動
変
容
を
働
き

肺
疾
患
の
予
防
し
う
る
原
因
で

も
あ
る
。
従
っ
て
、
喫
煙
者
に

対
す
る
保
健
指
導
レ
ベ
ル
を
高

る
も
の
で
あ
る
が
、「
暫
定
版

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
そ
の
根
拠
は

示
さ
れ
て
い
な
い
。

を
意
識
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

　

も
し
運
動
時
間
が
作
れ
る
の
で
し
た
ら
、

１
日
20
分
程
度
で
週
４
回
程
度
行
う
と
良
い

で
し
ょ
う
。
息
が
軽
く
弾
む
く
ら
い
の
ペ
ー

ス
を
目
安
に
し
て
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

☆
か
ら
だ
と
対
話
を

　
「
そ
の
日
・
そ
の
時
」
で
体
調
は
変
わ
り
ま

す
。
か
ら
だ
と
対
話
し
な
が
ら
運
動
量
を
加

減
し
ま
し
ょ
う
。
時
に
は
、
運
動
時
間
や
強

度
の
変
更
・
運
動
の
中
止
も
大
切
で
す
。

　

自
分
に
あ
っ
た
運
動
を
行
う
た
め
に
、
運

動
前
だ
け
で
な
く
、
運
動
中
・
運
動
後
に
も

か
ら
だ
と
の
対
話
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

☆
冬
場
対
策

　

急
に
寒
い
と
こ
ろ
に
出
る
と
、
血
圧
が
急

激
に
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
朝
方
・
夜
間

は
と
く
に
冷
え
込
み
ま
す
。
も
し
時
間
を
選

べ
る
よ
う
な
ら
、日
中
の
暖
か
い
時
間
帯
を
。

　

服
装
は
体
温
の
変
化
に
応
じ
て
着
脱
で
き

る
重
ね
着
が
い
い
で
す
ね
。
襟
元
・
手
先
・

足
首
が
冷
え
な
い
よ
う
な
配
慮
を
（
イ
ラ
ス

ト
）。
ま
た
、
汗
を
か
き
過
ぎ
て
か
ら
だ
を

冷
や
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

夏
場
と
違
い
冬
場
は
喉
の
渇
き
を
感
じ
に

く
い
で
す
。
ま
た
、
季
節
柄
乾
燥
し
て
い
る

の
で
、
喉
の
保
湿
の
た
め
に
も
、
こ
ま
め
に

水
分
補
給
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

何
よ
り
も
気
持
ち
よ
く
歩
く
こ
と
が
大

切
！　

颯
爽
と
歩
く
姿
は
、
き
っ
と
街
行
く

人
も
爽
快
な
気
分
に
さ
せ
ま
す
よ
。

動
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
な
か
で
も
「
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
」
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

体
調
に
合
わ
せ
て
ペ
ー
ス
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
手
軽
に
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

中
心
に
し
て
、
身
体
活

動
量
を
増
や
す
工
夫

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。

☆
と
く
に
冬
場
は
入

念
に
ス
ト
レ
ッ
チ

を
！

　

い
き
な
り
歩
き
始

め
た
い
気
持
ち
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

せ
め
て
足
元
だ
け
で
も
ス
ト
レ
ッ
チ
を
。

血
流
が
良
く
な
り
、
筋
肉
や
関
節
の
動
き
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
ケ
ガ
の
予
防
に
な
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
運
動
終
了
時
も
疲
れ
を
取

る
た
め
に
必
要
で
す
。
軽
視
せ
ず
運
動
効
果

を
高
め
る
た
め
に
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

☆
さ
あ
、
歩
き
ま
し
ょ
う
！

　

歩
き
始
め
は
い
つ
も
の
ペ
ー
ス
で
。
か
ら

だ
が
温
ま
っ
て
き
た
ら
、歩
幅
を
広
げ
、ペ
ー

ス
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
正
し
い
姿
勢

　

ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
厳
し
く
、
外
出
が
お
っ

く
う
に
な
り
ま
す
ね
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
ま
せ
ん
か
？　

そ
ん

な
生
活
習
慣
が
運
動
不
足
を
招
き
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
中
性

脂
肪
の
数
値
を
悪

化
さ
せ
る
原
因
の

１
つ
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

運
動
は
、
こ
れ

ら
の
数
値
を
改
善

し
て
く
れ
ま
す
。

☆
ど
ん
な
運
動
を
？

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
水
泳
・
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン

グ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
と
い
っ
た
有
酸
素
運

　

ま
た
納
豆
に
ね
ぎ
を
入
れ
る
と
血
栓
発

生
防
止
作
用
と
の
相
乗
効
果
が
あ
り
ま

す
。

☆
基
本
は
１
日
３
食

　

こ
う
し
た
食
材
を
も
と
に
、
基
本
は
１

日
３
食
、
規
則
正
し
く
摂
る
こ
と
で
す
。

朝
食
を
欠
食
す
る
と
昼
食
、
夕
食
に
ド
カ

食
い
、
早
食
い
を
す
る
原
因
に
な
り
、
肥

満
を
招
く
た
め
、
高
脂
血
症
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

☆
間
食
は
危
険

　

間
食
に
糖
分
の
多
い
お
菓
子
や
、
清
涼

飲
料
水
、
果
物
を
摂
り
過
ぎ
る
と
中
性
脂

肪
に
合
成
さ
れ
、
高
脂
血
症
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
間
食
を
し
た
い
時
に
は
量

を
決
め
、
低
カ
ロ
リ
ー
食
品
（
こ
ん
に
ゃ

く
や
寒
天
を
原
料
に
し
た
菓
子
な
ど
）
な

ど
を
取
り
入
れ
て
、
１
日
の
総
カ
ロ
リ
ー

の
中
に
含
め
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

の
酸
化
を
防
止
し
ま
す
。
納
豆
は
ナ
ッ
ト
ウ

キ
ナ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
を
持
ち
、
血
栓
溶
解

作
用
が
あ
り
ま
す
。
１
日
の
食
事
の
中
に
１

回
は
豆
腐
１
／
３
丁
（
１
０
０
ｇ
）、
豆
乳

コ
ッ
プ
１
杯
（
２
０
０
ml
）、
納
豆
１
パ
ッ

ク
（
50
ｇ
）
な
ど
を
取
り
入

れ
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
健

康
に
良
い
食
品
だ
か
ら
と

い
っ
て
摂
り
過
ぎ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
鍋
料
理

に
豆
乳
を
加
え
て
豆
乳
鍋
に

す
る
と
、
野
菜
類
と
大
豆
製

品
の
２
つ
の
作
用
が
期
待
で

き
ま
す
（
イ
ラ
ス
ト
）。

生
野
菜
よ
り
多
く
摂
れ
る
の
で
、
今
の
寒
い

時
期
に
は
鍋
料
理
も
お
す
す
め
で
す
。

☆
大
豆
製
品
も
お
す
す
め

　

大
豆
製
品
に
は
、
レ
シ
チ
ン
、
サ
ポ
ニ
ン

と
い
う
成
分
が
含
ま
れ
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

的
で
す
。
芳
香
剤
や
ハ
ー
ブ
湯
な
ど
の
入

浴
剤
も
、
さ
ら
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
期

待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
の
改
善
は
、
高
脂

血
症
の
み
な
ら
ず
、
他
の
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
こ

と
か
ら
無
理
な
く
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
取

り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

ロ
ー
ル
値
の
上
昇
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
ま
た
疲
労
も
回
復
し
に
く
く

な
り
ま
す
。

　

快
適
な
睡
眠
は
、
寝
る
１
～
２
時
間
前
か

ら
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
れ
に
は
、
就
寝
の
約
１
時
間
前

に
お
風
呂
か
ら
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
ゆ
っ

た
り
と
ぬ
る
め
の
湯
船
で
入
浴
す
る
と
効
果

β
カ
ロ
テ
ン
な
ど
が
多
く
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
酸
化
を
防
止
し
、
動
脈
硬
化
予
防
の
働

き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
た
ま
ね
ぎ
、
に
ん

に
く
、
ね
ぎ
な
ど
に
は
、
血
栓
が
で
き
る
の

を
防
ぐ
作
用
が
あ
る

と
さ
れ
ま
す
。

　

野
菜
の
目
標
摂
取

量
は
１
日
３
５
０
ｇ

以
上（
厚
生
労
働
省・

健
康
日
本
21
）、
１

日
３
回
の
食
事
ご
と

に
、
両
手
１
杯
分
の

生
野
菜
、
も
し
く
は
片
手
１
杯
分
の
ゆ
で
野

菜
で
、
必
要
量
が
補
え
ま
す
。

　

野
菜
は
ゆ
で
る
と
カ
サ
が
小
さ
く
な
り
、

を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
健
康
に
さ
ま
ざ
ま

な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
は
た

め
こ
ま
ず
、
日
頃
か
ら
上
手
に
解
消
す
る
方

法
を
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

森
林
浴
や
音
楽
療

法
は
、
心
身
の
ス
ト

レ
ス
解
消
に
有
効
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
し
て
、

生
涯
続
け
ら

れ
、
楽
し
め

る
趣
味
を
持

つ
こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。

４
．
快
適
な
睡
眠
が
大
切

　

不
眠
に
よ
り
交
感
神
経
が
興
奮

す
る
と
、
中
性
脂
肪
や
総
コ
レ
ス
テ

　

高
脂
血
症
は
血
液
ド
ロ
ド
ロ
の

原
因
の
１
つ
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め

の
、
日
頃
か
ら
で
き
る
食
生
活
習

慣
。
そ
れ
は
、
日
本
古
来
の
食
事

（
和
食
）
を
摂
る
こ
と
で
す
。
日

本
は
魚
、
野
菜
、
海
藻
、
き
の
こ
、

大
豆
製
品
な
ど
、
多
様
な
食
品
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

☆
青
背
の
魚
を
摂
り
ま
し
ょ
う

　

青
背
の
魚
（
さ
ば
・
さ
ん
ま
・

あ
じ
・
い
わ
し
な
ど
）
に
多
い
不

飽
和
脂
肪
酸
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
中
性
脂
肪
を
下
げ
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
血
栓(

血
管
内
に
で

き
る
血
の
か
た
ま
り
）
の
発
生
を
予
防
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
積
極
的
に
摂
り

ま
し
ょ
う
。

☆
野
菜
の
力

　

淡
色
野
菜
、
海

藻
、
き
の
こ
、
芋

な
ど
の
食
物
繊
維

は
胆
汁
酸
と
く
っ

つ
い
て
排
泄
さ
れ

る
た
め
、
胆
汁
酸

の
も
と
に
な
る
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

緑
黄
色
野
菜
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
Ｅ
、

　

動
脈
硬
化
の
原
因
の
１
つ
で
あ
る
高
脂
血

症
の
予
防
に
は
、
肥
満
を
防
ぐ
こ
と
や
、
適

切
な
食
事
と
、
適
度
な
運
動
を
習
慣
化
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
次
の
４
つ
の

生
活
習
慣
の
改
善
も

重
要
で
す
。

１
．
今
か
ら
で
も
、

ま
ず
禁
煙
！

　

喫
煙
は
、
動
脈
硬

化
を
抑
え
る
働
き
を

す
る
善
玉(

Ｈ
Ｄ

Ｌ)

コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
低
下
さ
せ
、
中
性
脂
肪
を
増
や
し
、
動

脈
硬
化
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
細
い
血
管

を
収
縮
さ
せ
る
た
め
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞

な
ど
の
危
険
を
増
加
さ
せ
ま
す
。

　

喫
煙
す
る
方
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
早
期
の
禁

煙
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
禁
煙
期
間
が
長
く

な
る
ほ
ど
、
発
病
率
は
確
実
に
減
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
禁
煙
す
る
理
由
を
は
っ
き
り
自

覚
し
、
決
意
表
明
す
る
と
効
果
的
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
禁
煙
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
利
用
や
、
昨
年
４
月
か
ら
健
康
保

険
が
適
用
さ
れ
た
禁
煙
外
来
で
、
禁
煙
治
療

を
受
け
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

ニ
コ
チ
ン
依
存
の
高
い
人
は
、
皮
膚
に
張

る
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
や
、
ガ
ム
な
ど
の
補
助

剤
が
あ
り
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
禁
煙
方
法

を
、
ぜ
ひ
早
め
に
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

２
．
飲
酒
は
適
量
に

　

適
度
の
飲
酒
は
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
増
や
し
、
動
脈
硬
化
の
予
防
に
役
立
つ
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
飲
み

過
ぎ
は
、
肥
満
へ
の
影
響
と
、
中
性
脂
肪
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
て
、
動
脈
硬
化

を
促
進
さ
せ
ま
す
。
適
量
の
飲
酒
（
日
本
酒

な
ら
１
合
弱
。
詳
し
く
は
本
紙
４
０
３
号
の

図
参
照
）
と
、
週
２
日
の
休
肝
日
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
り
し
た
ペ
ー
ス
で
食
事

し
な
が
ら
飲
み
、
夜
遅
い
時
間
（
寝
る
前
２

～
３
時
間
）
の
飲
酒
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

３
．
ス
ト
レ
ス
を
た
め
こ
ま
な
い

　

50
歳
代
は
子
ど
も
の
独
立
な
ど
、
家
庭
的

な
問
題
に
加
え
、
仕
事
の
面
で
も
責
任
が
重

く
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
年
代
で
す
。

　

過
度
の
ス
ト
レ
ス
は
、
高
脂
血
症
に
拍
車

● ●

● ●

●

本会・健康増進部
保健師

米原洋子

本会・健康増進部
管理栄養士

松村えり子

本会・健康増進部
健康運動指導士

鈴木由紀子

高脂血症とは、血液中の脂質であるコレステロールや

中性脂肪のいずれかまたは両方の値が高い状態を言

います。これをそのまま放っておくと、年齢相応以上に

動脈硬化が

進んで、心筋

梗塞や狭心

症、脳梗塞

などを発症

する危険も。

そこで今月

は、高脂血

症に対する

生活改善の

ポイントを紹

介します。

健康づくり・健康増進を支援するページ　実践編⑩ 監修：岡 惺治
（健康管理コンサルタント）

●

今月の事例

56 歳の男性。総コレステロール値 240、
HDL コ レ ス テ ロ ー ル 値 35、 中 性 脂 肪 値
170、BMI 24。1 日 1 箱喫煙している。仕
事柄、食事時間は不規則になりがちで、朝
食を抜いたり、夜遅く飲酒することも少な
くない。

大 島 　 明
大阪府立成人病センター
調査部部長

● ●

● ●

餅
、
菓
子
類
、
畳
、
木
材
、
壁
、

布
、皮
革
な
ど
は
言
う
に
及
ば
ず
、

ち
ょ
っ
と
生
え
そ
う
に
な
い
ガ
ラ

ス
や
タ
イ
ル
面
に
も
、
そ
こ
に
つ

い
た
手
垢
や
ホ
コ
リ
の
成
分
な
ど

を
栄
養
源
に
し
て
発
育
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

第
２
は
温
度
。
ほ
と
ん
ど
の
カ

ビ
は
室
温
を
好
み
ま
す
。
０
℃
以

下
で
成
長
し
た
と
い
う
記
録
も
あ

り
ま
す
が
、
普
通
の
カ
ビ
は
一
般

に
５
～
35
℃
の
温
度
範
囲
で
発
育

し
、
と
く
に
私
た
ち
人
間
が
快
適

に
感
ず
る
20
～
28
℃
と
い
う
温
度

は
、
カ
ビ
の
発
育
に
と
っ
て
も
最

適
な
温
度
な
の
で
す
。

　

第
３
は
水
分
で
す
。
物
質
中
の

水
分
の
う
ち
、
微
生
物
が
利
用
可

能
な
水
分
含
有
量
は
水
分
活
性
と

い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
物
質
中
に
含
ま
れ
て
い
る
水

の
う
ち
、
微
生
物
は
糖
、
塩
類
、

炭
水
化
物
、
タ
ン
パ
ク
質
な
ど

の
水
と
結
び
付
き
や
す
い
物
質

に
よ
っ
て
束
縛
さ
れ
て
い
な

い
、
い
わ
ゆ
る
自
由
水
だ
け
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

メタボリックシンドロームに着目した
健診・保健指導プログラムの問題点

れ
た
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管
理
料

の
意
義
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る

も
の
と
考
え
る
。　
（
つ
づ
く
）

型
で
あ
り
な
が
ら
、
従
来
型
と
同

等
以
上
の
診
断
が
可
能
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。

　

本
機
の
大
き
な
特
徴
は
、
画

像
を
処
理
す
る
前
の
生
デ
ー
タ

（R
a

w
 D

a
ta

）
を
記
憶
で
き

る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

技
師
が
ス
キ
ャ
ン
し
た
画
像
に

加
え
、
読
影
の
段
階
でR

a
w

 
D

a
ta

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ン

グ
ル
の
画
像
が
表
示
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

本
会
に
お
け
る
検
診
で
本
機
を

　

腹
部
表
在
領
域
に
特
化
し
た
こ

の
装
置
の
基
本
性
能
や
デ
ー
タ
管

理
、
拡
張
機
能
に
つ
い
て
、
フ
ァ

ン
ト
ム
実
験
、
検
診
お
よ
び
臨
床

の
現
場
で
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
従

来
の
据
え
置
き
型
装
置
と
比
べ
て

見
劣
り
し
な
い
結
果
が
得
ら
れ
た

の
で
報
告
す
る
。

　

こ
の
装
置
は
、
従
来
の
据
え
置

き
型
超
音
波
装
置
で
は
専
用
の

　

近
年
、
超
音
波
検
査
は
集
団

検
診
や
外
来
診
療
を
は
じ
め
、

在
宅
医
療
や
救
急
医
療
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
に
活
躍
の
場
が

広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、「
ユ
ビ
キ
タ

ス
（
い
つ
で

も
ど
こ
で
も

利
用
で
き

る
）超
音
波
」

を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
程
度

の
大
き
さ
で
、
重
さ
が
4
・
６

kg
の
、
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
な

携
帯
型
超
音
波
診
断
装
置
（

　
　
　

 　
　
Ｇ
Ｅ
横
河
メ
デ
ィ

カ
ル
シ
ス
テ
ム
製
）
が
登
場
し

た
。

微
生
物
の
発
育
可
能
な
水
分
活

な
ら
大
体
何
で

も
栄
養
源
に
し

て
し
ま
い
ま
す
。 カ

ビ
の
発
生
を
防
ぐ
に
は

携
帯
型
超
音
波
診
断
装
置
の
展
望

携
帯
型
超
音
波
診
断
装
置
の
展
望

3

諸
角 

聖本会学術委員

前東京都健康安全研究センター 
微生物部部長

も
ろ

ず
み

さ
と
し

い
に
カ
ビ
が
発
生
す
る
か
ど
う
か

は
、
構
造
上
の
問
題
だ
け
で
は
な

く
住
人
の
住
み
方
に
よ
っ
て
大
き

く
影
響
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
次

回
は
住
居
の
カ
ビ
に
よ
る
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
具
体
的

に
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

微生物が増殖可能な最低の水分活性

カ
ビ
の
発
育
条
件

●野菜たっぷりの豆乳鍋

●冬場のウォーキングにおすすめの服装

カビの生育に関与する主な要因図1

pH

栄養分

温度

時間

水
分

酸素

微生物の種類

汚染菌の
種類・菌量 添

加
物

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
で
行
っ
て
い
た
デ

ジ
タ
ル
信
号
の
処
理
を
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
上
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
小

L

O
G

IQ
 e

:



情
報
提
供
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
で

　
が
ん
医
療
の
均
て
ん
化
め
ざ
す る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
が
ん
医

療
水
準
の
均
て
ん
化
施
策
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
の
中
核

的
組
織
と
し
て
が
ん
対
策
情
報
セ

ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
」
と
述
べ

て
、同
セ
ン
タ
ー

の
６
つ
の
機
能

に
つ
い
て
説
明

し
、
そ
の
な
か

で
が
ん
医
療
情

報
提
供
機
能
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
た
。

　
「
が
ん
に
関
す
る
最
新
で
正
し

い
情
報
を
発
信
す
る
た
め
に
、
そ

の
情
報
を
収
集
し
、
整
理
編
集
し

た
後
、
編
集
委
員
会
の
評
価
を
経

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
中
心
に
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
が

ん
患
者
さ
ん
と
直
接
接
し
て
情
報

提
供
を
行
う
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対

す
る
支
援
も
開
始
し
て
い
る
」。

成
」
な
ど
の
テ
ー
マ
が
と
り
あ
げ

ら
れ
た
。

　

国
や
諸
外
国
の
動
き
、
国
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
が
ん

対
策
情
報
セ
ン
タ
ー
と
、
が
ん
医

療
均
て
ん
化
の
促
進
策
と
し
て
全

国
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
機
能
と

役
割
に
つ
い
て
、
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
医
療
機
関
か
ら
の
報

告
と
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
が
ん
対
策
情
報
セ

ン
タ
ー
の
若
尾
文
彦
セ
ン
タ
ー
長

補
佐
は
、「
が
ん
対
策
情
報
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
情
報
提
供
機
能
」

と
題
す
る
発
表
で
、「
全
国
ど
こ

で
も
質
の
高
い
が
ん
医
療
を
受
け

　

が
ん
研
究
の
成
果
を
広
く
社

会
に
還
元
し
、
今
後
の
が
ん
研

究
お
よ
び
が
ん
診
療
の
効
果
的

な
展
開
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
厚
生
労
働
省
が
ん
研
究
助

成
金
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

１
月
13
日
に
開
か
れ
た
。
研

究
者
向
け
に
「
が
ん
対
策
情
報

セ
ン
タ
ー
と
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
の
機
能
と
役
割
」、
一

般
市
民
向
け
に
「
正
し
い
が
ん

情
報
の
提
供
と
そ
の
利
用
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
２
部
構
成
で
、

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

に
隣
接
す
る
国
際
研
究
交
流
会

館
の
国
際
会
議
場
を
メ
イ
ン
会

場
に
（
写
真
）、
全
国
18
会
場

を
中
継
で
結
ん
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
う
ち
研
究
者
向
け
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
医
師
や

専
門
家
、
病
院
関
係
者
ら
約

７
０
０
人
（
中
継
会
場
含
む
）

が
参
加
し
た
。
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の
充
実
、
強
化
を
め
ざ
し
た
「
が

ん
対
策
基
本
法
」
が
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
る

こ
と
を
受
け

て
、「
今
後

の
が
ん
対
策

に
つ
い
て
」、

「
諸
外
国
の

が
ん
対
策
」、

「
治
療
お
よ

び
緩
和
医
療

体
制
」、「
相

談
支
援
セ
ン

タ
ー
体
制
」、

「
院
内
が
ん

登
録
」、「
医

療
者
の
育

　

第
２
１
２
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
が
３
月
28
日
（
水
）
午
後
２
時

か
ら
４
時
ま
で
、
東
京
・
永
田
町

の
「
星
陵
会
館
」
で
開
か
れ
る
。

　
「
健
康
管
理
の
ト
ラ
ブ
ル―

判
例

か
ら
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
京

産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
の
加
藤

雅
治
氏
が
講
演
す
る
。
司
会
は
、

東
京
地
下
鉄
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

所
長
の
鷲
崎
誠
氏
。

　

会
場
の
「
星
陵
会
館
」
は
、
地

下
鉄
各
線
「
永
田
町
」「
国
会
議

事
堂
前
」「
溜
池
山
王
」「
赤
坂
見

附
」
駅
下
車
、
徒
歩
10
分
以
内
の

と
こ
ろ
。
参
加
費
２
０
０
０
円
。

定
員
先
着
４
０
０
人
。

備
を
積
極
的

に
進
め
て
き

た
。

　

こ
う
し
た

取
り
組
み
が

認
め
ら
れ
、
本
会
は
２
０
０
７
年

１
月
11
日
、
財
団
法
人
日
本
情
報

処
理
開
発
協
会（
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）

の
認
証
を
受
け
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
」
を
取
得
し
た
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
制
度

は
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
を
適

切
に
行
っ
て
い
る
組
織
に
対
し

て
、
第
三
者
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｐ

Ｄ
Ｅ
Ｃ
が
一
定
の
基
準
で
評
価
認

定
す
る
も
の
で
、
認
定
後
は
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
の
使
用
が
許
諾

さ
れ
る
。

　

本
会
で
は
、
今
後
も
個

人
情
報
を
適
切
に
取
り

扱
う
と
と
も
に
、
そ
の
運

用
体
制
を
継
続
的
に
改
善

し
、
本
会
を
利
用
さ
れ
る

方
や
社
会
の
信
頼
に
応
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

第
２
１
２
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会

健
康
管
理
の
ト
ラ
ブ
ル

判
例
か
ら
学
ぶ

３
月
28
日（
水
）午
後
２
時
～
４
時

東
京
・
永
田
町
「
星
陵
会
館
」

　

そ
の
こ
と
が
身
体
検
査
、
健
康

診
断
、
健
康
相
談
を
行
う
に
当

た
っ
て
の
先
生
の
基
本
的
な
主
張

で
あ
り
、
相
談
ノ
ー
ト
の
中
で
苦

労
を
さ
れ
て
い
る
事
例
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
事
例
に
出
て
く
る
粥
状

硬
化
の
病
名
に
し
て
も
、
医
師
を

含
め
た
担
当
者
に
と
っ
て
は
当
た

り
前
の
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
説
明

を
受
け
る
本
人
、
家
族
に
と
っ
て

は
何
を
言
わ
れ
て
い
る
の
か
わ
か

り
に
く
い
言
葉
で
す
。

　

最
近
は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
説
明
を

し
、同
意
を
得
る
と
あ
り
ま
す
が
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
、指
導
を
し
、

相
談
者
本
人
の
納
得
を
得
る
こ
と

が
基
本
に
な
り
ま
す
。

　

保
健
指
導
に
つ
い
て
も
型
ど
お

り
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
打
ち
出

さ
れ
た
コ
ー
ド
内
容
を
説
明
す
る

だ
け
で
な
く
、
内
容
を
よ
く
理
解

し
、
実
行
し
て
も
ら
う
た
め
、
相

手
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
指
導
内
容

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ

の
で
あ
る
こ
と
、
問
診
は
紙
の
上

だ
け
で
な
く
直
接
本
人
と
の
会
話

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
健
康
相
談

も
相
談
を
担
当
す
る
医
師
、
保
健

師
、
看
護
師
、
栄
養
士
の
た
め
の

も
の
で
な
く
、

相
談
者
本
人
が

有
効
に
活
用

す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
、
と

し
た
考
え
が
一

貫
し
て
あ
り
ま

す
。

　

岡
先
生
が
本
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
た『
健
康
相
談
ノ
ー

ト
』
の
（
１
）
か
ら

（
５
）
に
共
通
し
て
い

る
思
想
が
あ
り
ま
す
。

　

身
体
検
査
は
受
け

ら
れ
た
本
人
の
健
康

に
役
立
つ
た
め
の
も

　

食
道
・
胃
・
十
二
指
腸
と
い
っ

た
上
部
消
化
器
疾
患
が
専
門
の

岩
崎
栄
典
医
師
は
、
慶
應
義
塾

大
学
で
臨
床
や
研
究
に
当
た
る

か
た
わ
ら
保
健
会
館
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
内
視
鏡
外
来
を
担
当
し
て
い
る
。

　
「
当
外
来
で
は
、
健
診
や
人
間

ド
ッ
ク
な
ど
の
胃
部
Ⅹ
線
検
査
で

要
精
密
検
査
と
さ
れ
た
方
に
内
視

鏡
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査

は
、
口
か
ら
内
視
鏡
を
入
れ
て
、

食
道
、
胃
、
十
二
指
腸
の
順
に
モ

ニ
タ
ー
画
面
に
映
し
出
し
て
観
察

し
、
必
要
に
応
じ

て
病
変
部
の
採
取

を
行
う
も
の
で
、

所
要
時
間
は
５
分

か
ら
10
分
程
度
で

す
。

　

精
密
検
査
と
い

う
こ
と
で
、
不
安

や
緊
張
を
感
じ
て
受
診
さ
れ
る
方

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

受
診
者
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
よ
う
に

す
る
こ
と
と
、
な
る
べ
く
手
早

く
検
査
を
進
め
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
と
く
に
検
査
中

は
、
今
ど
の
あ
た
り
を
観
察
し

て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
処
置

を
し
て
い
る
か
な
ど
説
明
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
検

査
後
に
は
、
撮
っ
た
ば
か
り
の

画
像
を
お
見
せ
し
な
が
ら
、
で

き
る
限
り
の
解
説
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

検
査
結
果
は
病
理
診
断
を
踏

ま
え
て
後
日
の
報
告
と
な
り
ま

す
が
、
治
療
や
手
術
が
必
要
な

疾
患
が
み
つ
か
っ
た
場
合
で
も

速
や
か
に
専
門
病
院
を
紹
介
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
受
診
し
て
く
だ

さ
い
」。

　

多
忙
を
極
め
る
岩
崎
医
師
の

元
気
の
素
は
、「
１
歳
に
な
る

長
男
と
遊
ぶ
こ
と
」
と
い
う
。

　

研
究
者
向
け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
わ
が
国
の
が
ん
対
策
の
一
層

内視鏡外来

岩
いわ

崎
さき

栄
えい

典
すけ

医師

　

本
会
で
は
、
毎
年
多
く
の
検

査
・
健
診
な
ど
を
行
い
、
多
く

の
個
人
情
報
を
お
預
か
り
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
個
人
情
報
を

正
確
か
つ
安
全
に
取
り
扱
う
こ

と
は
本
会
の
社
会
的
責
務
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
２
０
０
５
年

２
月
よ
り
本
会
内
に
個
人
情
報

管
理
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、「
個

人
情
報
保
護
方
針
」、「
個
人
情

報
保
護
規
定
」
な
ど
を
制
定
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
基
づ
く

個
人
情
報
の
管
理
体
制
の
整

れ
の
事
例
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
の
内
容
は
そ
れ

ぞ
れ
が
示
唆
に
富
ん
で
お
り
、
身

体
検
査
、
健
康
相
談
、
保
健
指
導

に
か
か
わ
り
の
あ
る
私
た
ち
に

と
っ
て
は
大
変
参
考
に
な
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
『
健
康
相
談
ノ
ー
ト
』
を

ご
購
読
い
た
だ
き
た
い
と
お
勧
め

し
ま
す
。

　

先
生
は
、
実
務
を
離
れ
た
ら
こ

の
よ
う
な
事
例
は
書
け
な
い
、
書

い
て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
平
成
12
年
以
降
の

分
も
含
め
執
筆
さ
れ
、
私
た
ち
後

輩
へ
の
健
康
相
談
の
警
鐘
を
鳴
ら

し
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
保
健
文
化
社
発
行　

１
６
０
０

円
＋
税
）

「
が
ん
研
究
助
成
金
に
よ
る
シ
ン
ポ
」開
催

「
が
ん
研
究
助
成
金
に
よ
る
シ
ン
ポ
」開
催

岡
惺
治
先
生
の
『
健
康
相
談
ノ
ー
ト
（
５
）
』

　
　
　

野
田
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所
所
長　

野

田

一

雄
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プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
を

取
得
し
ま
し
た

本会


